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【Abstract】The aims of this study were to compare calcaneal bone mineral density (BMD) 
between collegiate athletes and a control population, as well as to investigate the 
associations of physical features, nutrient intake, and maximal oxygen uptake with 
calcaneal BMD.Of female athletes, those playing tennis (n = 16) and volleyball (n = 30) 
were regarded as an athlete group, and were thus compared with a control group (n = 45) 
comprising individuals not engaging in regular exercise. Calcaneal BMD was measured 
using a quantitative ultrasound method.The mean calcaneal BMD in the athlete group 
was significantly higher than that in the control group. A similar result was obtained even 
after  adjustment for the effects of height and weight. For calcaneal BMD, significant 
associations were observed with physical features and maximal oxygen uptake, but not 
with nutrient intake. The results indicated calcaneal BMD to be markedly influenced by 
exercise in female athletes. 
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【要旨】本研究の目的は、大学競技選手の踵骨骨密度を対照群と比較し、さらに踵骨骨密度と
身体的特徴、栄養素等摂取状況、最大酸素摂取量との関係について検討することである。女子
選手の内、テニス選手 16 名、バレーボール（バレー）選手 30 名を対象とし、運動習慣を有
さない対照群 45名と比較を行った。踵骨骨密度は定量的超音波法を用いて測定した。テニス
とバレー選手は、対照群と比較して踵骨骨密度が有意な高値を示した。また身長と体重の影響
を補正しても同様の結果が得られた。踵骨骨密度は、体格や最大酸素摂取量と有意な相関を示
したが、栄養素等摂取量とは有意な関係を示さなかった。女子選手においては、踵骨骨密度は
運動による影響がより顕著に表れていることが示唆された。 
【キーワード】踵骨骨密度、定量的超音波法、栄養摂取、大学アスリート 
 
【目的】運動による荷重負荷や筋収縮によって増加する骨密度の部位や程度は、スポーツ種目
の違いによって異なるが、選手の骨密度に影響を及ぼす因子としては、栄養素等摂取状況、体
重や身長などの体格や、有酸素性能力などとの関係に関してはあまり報告されていない。本研
究は、定量的超音波法による同一機器で測定した踵骨骨密度を対照群と比較し、競技の相違に
よる身体的特徴、栄養素等摂取状況、最大酸素摂取量が骨密度に与える影響について検討する。 
【方法】対象は、長崎国際大学女子テニス部に所属する選手 16名、女子バレー部に所属する
選手 30名と対照群 45名の計 91名である。テニスとバレー選手の経験年数は、それぞれ 10.4
±1.8年と 11.2±4.5年、練習量は、両群ともに 6日／週、3～4時間／日であった。自己記入
式アンケートにより、運動歴、運動時間、経験年数、喫煙習慣の有無について調査した。本研
究の対象者に喫煙習慣を有す者はいなかった。腫骨骨密度は若年成人平均値に対する割合（％
young adult mean; ％YAM）を指標とし、エルクコーポレーション社の超音波骨密度測定装
置 CM-100 を用いて超音波伝播速度（sound of speed; SOS）を測定した。最大酸素摂取量
（VO2max/wt）は、コンビ社のエアロバイク 75XLⅡを用いて推定した。 
 統計処理の結果は平均値±標準偏差あるいは標準誤差で表した。3群間の平均値の差の検定
には対応のない分散分析を行い、有意性が認められた場合は、ツーキーの方法を用いて各群間
の検定を行った。単相関分析には Pearson の相関係数を用い、腫骨骨密度と有意な相関を示
した項目を強制投入法による重回帰分析を行った。また共分散分析を用いて、重回帰分析で有
意な関係がみとめたれた項目の影響を補正して 3群間の平均値の差を比較した。有意水準は危
険率 5％未満とした。 
 
【結果および考察】本研究におけるテニス群とバレー群の踵骨骨密度は、対照群よりも有意に
高く、身長、体重、LBM、VO2max/wtと有意な相関を示した。また踵骨骨密度を従属変数、
身長、体重、腹囲、LBM、VO2max/wtを独立変数とした重回帰分析を行った結果、踵骨骨密
度と有意な関係を示した項目は身長のみであった。さらに共分散分析を用いて身長の影響を補
正してもテニス群とバレー群の踵骨骨密度は、対照群よりも有意な高値を示した。その一因と
しては、テニスでは、切り返しや踏み込み動作が多く、バレーボールではジャンプ動作が多い
ことなどから、骨への衝撃負荷が大きいことが考えられた。 
テニス群とバレー群の LBMや VO2max/wtは対照群よりも有意に高かったことや、これら
の項目と踵骨骨密度との間に有意な正の相関が認められたことなどから、本研究の被検者にお
ける踵骨骨密度は、エネルギーやカルシウム摂取量よりも運動による影響がより顕著に表れて
いることが示唆された。 
今後、男性アスリートに対しても因子の検討を行うとともに、スポーツ選手のみならず、運
動の効果について検討していきたい。 
表. 身体的特徴
